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Gene Gunを⽤いた⽣体神経細胞内への持続的薬剤投与実験系の確⽴ Research Project

Project/Area Number 15650057

Research Category Grant-in-Aid for Exploratory Research

Allocation Type Single-year Grants

Research Field Neuroscience in general

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator 橋本 浩⼀   ⾦沢⼤学, 医学系研究科, 助⼿ (00303272)

Project Period (FY) 2003 – 2004

Project Status Completed (Fiscal Year 2004)

Budget Amount *help ¥3,300,000 (Direct Cost: ¥3,300,000)
Fiscal Year 2004: ¥1,700,000 (Direct Cost: ¥1,700,000) 
Fiscal Year 2003: ¥1,600,000 (Direct Cost: ¥1,600,000)

Keywords プルキンエ細胞 / ⼩脳 / Gene Gun / 発達

Research Abstract 神経系の発達過程に関与する分⼦機構を解明するためには、ある特定の分⼦機構をある程度⻑期にわたって実験操作することが必要であり、⽣きている動物で
おこなうには難しい点がある。そこで我々は、Gene Gunを⽤いて、⽣きている動物の神経細胞内に機能分⼦を阻害、修飾する分⼦を効率的に打ち込むことが出
来る実験系を確⽴したいと考えた。実験の結果、⽣体動物細胞にGene Gunを⽤いて試薬を打ち込むことは可能ではあるが、我々が意図した実験に適⽤するため
にはいくつか問題があることが明らかになった。 
1、Gene Gunによる蛍光染料の⽣体細胞内への投与 
昨年度成功した⽣体の脳への蛍光染料の打ち込み⽅法の改良を⾏った。ヘリウムガスの圧⼒が100psiでは⾦粒⼦が軟膜表⾯を通過できない確率が⾼く、300psi
では⽩質にまで到達するので、その間で打ち込み圧を調整する必要があることが分かった。また、蛍光染料をまぶした⾦粒⼦をそのまま射出すると、⾦粒⼦が
いくつか結合して細胞体よりも⼤きな塊となり組織の障害や⾮選択的な染⾊の原因となるが、脳組織とGene Gun本体の間にフィルターをかますことで軽減でき
ることが分かった。 
2、実験に適⽤する際の問題点 
電気⽣理学的実験を⾏うために、⽣体脳に蛍光染料を打ち込んだのち⼀定期間の後スライスにして観察したところ、実験可能なスライス表⾯に⽣存しているプ
ルキンエ細胞の数がほとんどいない傾向があった。染⾊されていても、スライス表⾯から深いところに存在している例が多かった。これは恐らく染⾊されてい
る細胞の密度が低すぎてスライス表⾯で運良く⽣き残る細胞数が極端に少なくなるためであると考えられる。この点が改善されないと、我々の実験への適⽤は
難しいと思われる。
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